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舶工第４５２号 

令和 5 年１1 月１６日 

報 道 各 位 

 

Turkey Japan Maritime Business Matching Forum 2023の開催結果について 

 

一般社団法人 日本舶用工業会 

 

当会は、日本財団助成事業として、11 月 8 日（水）にトルコのイスタンブールにて「Turkey 

Japan Maritime Business Matching Forum 2023」を開催した。今回のイベントでは、トルコ船主協会

からの要望もあり、我が国舶用機器メーカーの環境配慮型機器、省エネ機器、新燃料対応機器にフォ

ーカスした製品紹介を行いながら、 直接参加企業と商談することに重点を置いたイベントになるよ

うにアレンジを行い、トルコ海事関係者約１８０人が参加し、参加した当会会員企業１４社の商談テ

ーブルでは来場者への製品や技術に関する詳細説明やプレゼンテーションに対する質疑応答など活発

な意見交換が行われた。 

 当会からは、木下会長、木下副会長、久津副会長、小田雅人副会長、小田茂晴副会長、卜部海外市

場開拓検討 WG 座長、上田海外漁船市場開拓ＷＧ座長も参加し、合計１４社の参加会員企業から５

５名が参加した。 

 当イベント内で行われた製品紹介プレゼンテーションでは、木下会長より GHG 削減に向けた舶用

企業の GI 基金を活用した取り組みについて説明を行い、トルコ船主協会の Mr. Cihan Ergenc 会長か

らは、「日本の機器は非常に信頼しているため、この様な機会をきっかけに今後もコミュニケーショ

ンを密にとりながら GHG 削減や省エネ等の課題を乗り越えたい」等との挨拶があった。なお、トル

コ船主協会からは、Mr. Cihan Ergenc 会長のほか、Mr. Murat Er 副会長等の Bord Member も出席し

た。 

 当イベントに参加した顧客や会員企業からは、「新顧客から見積依頼を頂いたり、従来からの顧客

に加え新規顧客に対して直接最新情報を説明できる貴重な機会となった。」、「今回は船主協会のみな

らず、現地設計企業の Navtek Naval Technologies Inc.と Deltamarin Ltd.からも最新設計図面に向け

た取り組みを講演して頂き、双方にとって新しい情報収集を行う場として大変有意義であった。」な

どの声が多数あり、我が国舶用工業の㏚と現地顧客等との関係を深めることができた。 

 

またセミナー開催後、11 月 10 日（金）には、上田座長をはじめ参加会員企業とトラブゾンへ移

動し、現地漁船建造造船所（Basaran Gemi Shipyard 及び Şengün Gemi Shipyard）の訪問を行い、

建造現場視察や今後の漁船動向等について意見交換を行った他、現地漁船団体の SINIRLI 

SORUMLU SAÇ GEMİ AHŞAP TEKNE VE KOTRA İMALATÇILARI KÜÇÜK SANAT 

KOOPERATİFİ よりトラブゾン地域造船所の現状について講演をしていただいた。 

造船所を訪問した会員企業からは、日本とは全く異なる現地漁船事情や、建造方法、調達につい

て造船所担当者から丁寧な説明や情報提供を受け、非常に勉強になったとの声があった。 

 

 

以 上 
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【トルコ舶用工業セミナー開催概要】 

日時：２０２３年１１月 ８日（水） 

会場：Sheraton Grand Istanbul Atasehir 

 

現地協力団体：トルコ船主協会（Turkish Shipowners’Association） 

トルコ造船工業会（Turkish Shipbuilders’ Association） 

現地協力企業：Navtek Naval Technologies Inc. 

Deltamarin Ltd. 

実施内容：以下URL 参照 

https://www.jsmea.or.jp/en/seminar/2023/turkey/ 

参加企業：計１４社 

・潮冷熱㈱、かもめプロペラ㈱、商船三井テクノトレード㈱、DAIHATSU DIESEL (EUROPE) LTD、 

Chugoku Paints B.V. 、ナカシマプロペラ㈱、ナブテスコ㈱、日本船燈㈱、阪神内燃機工業㈱、  

BEMAC㈱、富士電機㈱、三浦工業 ㈱ 、三菱重工マリンマシナリ㈱、ヤンマーパワーテクノロジ 

ー㈱ 

 

【トルコ漁船建造造船所見学概要】 

日時：２０２３年１１月１０日（金） 

場所：Basaran Gemi Shipyard および Şengün Gemi Shipyard 

＜Basaran Gemi Shipyard＞ 

・主に漁船を建造する造船所で、敷地面積は 1 万 3000 平方メートル。1975 年から鉄鋼船の建造を開

始し、漁船、タグ、フェリー、旅客船、カタマラン等を手掛けた実績あり。 

これまで 140 隻程度の建造実績があり、その多くはトルコ国内船主向け漁船。 

 

＜Şengün Gemi Shipyard＞ 

・主に漁船を建造する造船所で、敷地面積は 1 万 5000 平方メートル。 

漁船以外では貨物船、客船、ヨット、タグを手掛けた実績あり。 

これまで 114 隻程手掛けている。 

https://www.jsmea.or.jp/en/seminar/2023/turkey/
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＜参考写真＞ 

Turkish Shipowners Association との Meeting 

 

 

 

 

 

右：Mr. Cihan Ergenc Chairman / Turkish Shipowners Association 

左：Mr. Kinoshita Shigeki Chairman / JSMEA 

(Turkey Japan Maritime Business Matching Forum 2023) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会挨拶を行う小田副会

長 

両団体 Bord Member による集合写真 

Mr. Cihan ErgencChairman によるスピーチ 木下会長によるスピーチ 
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プレゼンテーションルームの様子 

各社商談デスクの様子 
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造船所見学の様子（Basaran Gemi Shipyard） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造船所見学の様子 会員企業による製品紹介の様子 
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造船所見学の様子（Şengün Gemi Shipyard） 

 

 

 

 

 

 

上田座長による記念品贈呈 

造船所見学の様子 

会員企業からの製品 PR の様子 


